
   日本世論調査協会 研究者と協会の共同調査 

 

          調査企画案を募集します 

 

                    ２０２３年８月 

                    公益財団法人 日本世論調査協会 

 

 日本世論調査協会会員のみなさま、ならびに世論調査に関わる研究や実務に

励んでおられるすべてのみなさま 

 

 日本世論調査協会では、意識調査をもとに研究論文を書くことをめざす方を

支援するために、「研究者と日本世論調査協会の共同調査」を公募します。この

事業は協会創立７０周年記念事業の一環として昨年から開始され、今回は第２

回の募集となります。応募者が提出した調査企画案を協会が厳正に審査し、１席

（１名）に１５０万円相当、２席（同）に８０万円相当の「インターネットによ

るＷｅｂ調査」を協会が発注し、調査結果を当選者と協会が共有します。第１回

の公募では、田中智和氏（大阪・上宮高等学校教師）の企画「日本の若者の政治

意識を分析する」を１席として選考をさせていただきました。 

 

この調査は民間調査機関のボランティア・パネルが調査対象集団です。応募の

必須の条件は、研究論文を執筆する意向があることです。意識調査を実施したく

ても、資金面の困難に直面している方にも機会を提供します。下記の募集要領を

確認のうえ、ふるってご応募下さい。当協会の会員でない方でも結構ですが、当

選者は入会をお願いします。 

 

                 記 

 

（１）応募者は「テーマ」「提案理由」および「質問案」を柱とする調査企画案

を電子メールで協会に提出する。１人の応募者が複数の調査企画案を提出する

ことはできない。「提案理由」では、どのような問題意識でそのテーマを提案し、

調査結果をもとにどのような分析をしたいのかを述べる。長さは自由。「質問案」

は最低２０問。いくつかの章に分け、各章に見出しを立てることを推奨する。応

募締め切りは２０２４年１月１５日。 

 

（２）テーマについて、協会から特に例示はしない。全国（または一定地域）の

日本人の政治意識、社会意識、生活意識など、深い分析に値するテーマを自由に



考えてほしい。日本人全体からの確率標本とはならないネットモニター調査の

性質上、調査結果がそのまま世論を反映しているわけではないことを踏まえ、調

査特性にふさわしい分析手法を採用することが望ましい。 

 

（３）末尾に申請書を添付しているが、応募者が使いやすい書式で作成してもよ

い。その場合は MS-WORDまたは PDFファイルで提出する。氏名（グループの場合

はグループ名と代表者の氏名）、電話番号、メールアドレス、所属を明記する。

調査に関連する資格として社会調査士、専門社会調査士、統計調査士、専門統計

調査士の資格を有する場合は、取得者の氏名と取得資格を明記する。 

 

（４）当選者発表は２０２４年１月末頃。協会の常務理事、理事で構成する「公

募調査委員会」が質問文、選択肢などについて当選者と協議を重ねて調査の案文

を完成させ、５月～６月頃に調査を実施。調査結果をもとに、どのような分析が

できるかなどについては「公募調査委員会」が適宜助言する場合もある。 

 

（５）サンプルサイズの大まかな目安は、質問数４０の場合、１席は４０００～

５０００、２席は１５００～１８００。調査結果のローデータはＣＳＶ形式で提

供する。 

 

（６）応募できるのは、大学院生を含む学生、大学・企業・研究機関などに属す

る研究者・実務者。連名もしくはグループ名での応募も可能。非会員の当選者は

個人会員（年会費６０００円）として協会に入会する。連名もしくはグループで

当選した場合はメンバーのうち最低１人が入会する。 

 

（７）当選者は多変量解析を使った詳細な分析などをもとに、卒業論文、修士論

文、博士論文などの研究論文を執筆する。それとは別に、当選者は協会の２０２

４年度研究大会（秋に実施）で調査結果と分析の概要について発表する。その内

容は協会報「よろん」に掲載される。 

 

（８）調査結果のローデータは当選者と協会が所有権を共有する。当選者は、

当選者以外の研究者にローデータを提供してもよい。ただし、提供を受けた研

究者が当選者より先に論文を公表することは慎んでほしい。協会は、当選者ら

の意向も参考にして、適切な時期にローデータを公開する。 

 

（９）調査会社への発注及び支払いの当事者は協会とする。したがって、当選者

に現金などの形で賞金を贈る形はとらない。 



 

（10）日本世論調査協会のメールアドレスは、japor@crs.or.jp 

                                                       

以上 

 

「研究者と日本世論調査協会の共同調査」申請書 

申請者 

（グルー

プ名） 

氏名  

電話番号  

e-mail  

所属  

 取得資格 （社会調査士、統計調査士などを記載して下さい） 

 

調査内容 テーマ  

 

 

 提案理由 （提案の問題意識と分析計画を記入して下さい） 

 

 

 

 

 

 

（適宜、行を追加して記載して下さい） 

 

質問案 

20問以上 

 

1) 

2) 

3) 

4) 

5) 

6) 

7) 

 

 

（以下、適宜追加して記載、章を立てることを推奨） 

 

mailto:japor@crs.or.jp

